
 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年第２回亀岡市議会定例会１２月議会一般質問 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

亀岡市議会 



質問方式

１２月５日（火） 10:00～ 1 三上　泉 一問一答

10:45～ 2 山本　由美子 一問一答

13:00～ 3 土岐　新 一問一答

13:45～ 4 小川　克己 一問一答

14:45～ 5 山木　裕也 一問一答

15:30～ 6 大塚　建彦 一問一答

１２月６日（水） 10:00～ 7 大西　陽春 一問一答

10:45～ 8 冨谷　加都子 一問一答

13:00～ 9 竹内　博士 一問一答

13:45～ 10 大石　慶明 一問一答

14:45～ 11 松山　雅行 一問一答

15:30～ 12 齊藤　一義 一問一答

１２月７日（木） 10:00～ 13 片山　輝夫 一問一答

10:45～ 14 林　徹司 一問一答

13:00～ 15 小林　仁 一括

13:45～ 16 原野　実生子 一問一答

14:45～ 17 浅田　晴彦 一問一答

15:30～ 18 福井　英昭 一問一答

１２月８日（金） 10:00～ 19 木村　勲 一問一答

10:45～ 20 西口　純生 一問一答

13:00～ 21 梅本　靖博 一問一答

13:45～ 22 法貴　隆司 一問一答

休憩　　

休憩　　

個
人

休憩　　

個
人

休憩　　

休憩　　

【注意】

質問者の日程については予定であり、議事の進行により変更する場合が

あります。ご了承ください。

令和５年第２回亀岡市議会定例会１２月議会　一般質問順序予定表

開催日及び開始予定時間 質問者

個
人

個
人

休憩　　

休憩　　
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令和５年第２回亀岡市議会定例会１２月議会 一般質問通告書 

 

番

号 

質問者 

質問日時 
質問事項 質問要旨 答弁者 

1 三上 泉 

12 月 5 日(火) 

10:00～ 

 

※一問一答 

 

１ 市長の政治

姿勢について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在、パレスチナ自治区ガザは、病院、学校な

どが攻撃され、何の罪もない子ども、病人をはじ

め、多くの民間人が死傷するジェノサイドの様相

を呈している。１０月２７日、国連総会はイスラ

エルとハマスの大規模衝突をめぐり、すべての当

事者に国際法遵守と自制、そして「人道的休戦」

を求める決議を１２１カ国の賛成で採択したが、

米国やイスラエルなど１４カ国が反対し、日本や

英国など４４カ国が棄権した。本市は、本年４月

に「中東和平プロジェクト」を開催し、１０月１

２日に「イスラエル・パレスチナ武装勢力間の衝

突に対する声明」を発出している。 

（１）世界連邦非核平和都市としてのイスラエル

のガザ侵攻に対する対応について問う。 

①イスラエルの自衛権を盾に、国際法違反の無

差別攻撃を容認し、国連決議を棄権した日本

政府の対応についての所見は。 

②国際紛争解決の手段としての戦争を永久に

放棄した憲法をもつ国として、国連決議に賛

同し、ガザの深刻な人道的危機を打開するた

めに、無差別攻撃の即時中止、双方を即時停

戦のテーブルへ促す声を上げるよう、先に発

した声明からさらに一歩踏み込んで国に対

して強く求めるべきではないか。 

令和６年度予算編成方針が出された。その書き

出しは、９月の「月例経済報告」によると、「景

気は、緩やかに回復している。」と示している。

しかしながら、１１月１５日発表の２０２３年７

～９月期の実質ＧＤＰ成長率は、前期比マイナス

０.５％（年率換算マイナス２.１％）と３四半期

ぶりのマイナス成長に陥った。依然として物価上

昇圧力は高く、消費者マインドの冷え込みが懸念

されている。方針の基本的な考え方では、「市民

生活や地域経済を守り抜く事業はもちろんのこ

と」と前置きし、子どもを応援するまちなど多種

多様なまちづくりの推進をうたっている。先日、

年金生活者でつくる団体の方が議会を訪問され

て、年金生活者の厳しい状況を訴えられた。とり

わけ高齢者世帯では、物価高騰による買い物控

え、医療介護負担増による受診控えなど、生活も

命も切り詰める現状がより深刻になっているの

ではないだろうか。 

（２）市内の景気動向や、市民生活についてどの

ように捉えているか。 

（３）市民生活を応援する施策が依然として緊急

に求められていると考えるが所見は。 

令和６年度予算編成方針の重点政策の各項目か

市長 

所管部長 
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ら一つ抽出して市長の政治姿勢を問う。 

（４）「互いを認め合う、ふれあいのまちづくり」

において、ジェンダー平等、イクボス宣言の

実践などによる男女共同参画社会の推進と

あるが、ジェンダー平等の具体的推進策をど

のように考えているのか。 

（５）「安全で安心して暮らせるまちづくり」に

おいて掲げている、防災・減災を見据えた河

川整備について問う。 

①国や府の管理河川の大規模浚渫を強く求め

るべきではないか。 

②市管理河川では土砂堆積に加えて、河川内に

生えた木が巨木化しているところを多く見

かける。早急な点検と対応が必要ではない

か。 

（６）「子育て・福祉・健康のまちづくり」にお

いて、保育所に係る人員が不足している。保

育士の確保はもちろんだが、以前質問した、

欠員となっていた心理士の確保など、園児の

発達支援事業などを支える人員は充足した

のか。 

（７）「豊かな学びと文化を育むまちづくり」に

おいて、市長選挙では「給食無償化も視野に

入れる」旨の発言があったが、その真意と具

体化は。 

（８）「地球にやさしい環境先進都市づくり」に

ついて問う。 

①ごみ収集の在り方で新たな課題があると思

うが、草木ごみの収集から処理までの詳細

は。 

②市役所７階議会棟のごみの出し方も一般家

庭と同じ分別方式になったが、全庁そうなっ

て、一般家庭ごみと同じ回収・処理方法とな

ったのか。 

（９）「活力あるにぎわいのまちづくり」におい

て、有害鳥獣駆除を掲げているが、対策は喫

緊の課題である。以前サルの群れに発信機を

つけて動向を察知する広域の取組が、一地域

限定ということで篠山方面との連携はされ

ているが、嵐山方面からのサル対策は連携事

業ができないと聞いたがそのとおりなのか。

篠町の被害も相当であり対策ができないか。 

（１０）「快適な生活を支えるまちづくり」につ

いて問う。 

①桂川堤防・護岸高水敷を活用して、子どもの

数が多い篠町地域の球技場・運動場をつくる

べきではないか。 

②住み良いまちを支える「犬と暮らしやすいま

ち」の取組の推進とあるが、今度は何をする

のか。 

③駅周辺の照度と安全は保たれているか。歩道

が暗い、交差点の横断者が見えにくいところ

の対策が必要ではないか。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

3 

 

 

２ アフターコ

ロナの学校教育

について 

 

 

 

 

 

 

 

多忙を極める学校においては、コロナ禍でなく

なっても教育に支障がなかったものを、わざわざ

復活させる必要がないと考える。 

（１）陸上記録会、駅伝大会などは見直すべきで

はないか。 

（２）儀式的な学校行事への来賓出席は、必要最

小限にとどめ、もうなくしてもよいのではな

いか。 

 

 

市長 

教育長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

2 山本由美子 

12 月 5 日(火) 

10:45～ 

 

※一問一答 

 

１ ＨＰＶワク

チン接種につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 発達性ディ

スレクシアにつ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 令和４年度にＨＰＶワクチン接種の積極的勧

奨が再開され、あわせて積極的勧奨差し控えの影

響を受けた世代に対してもキャッチアップ接種

が開始された。しかし、令和５年７月に厚生労働

省が発表した「ＨＰＶワクチンに関する調査」の

結果では制度の周知が不十分な現状であること

が示されている。 

（１）令和４年度及び令和５年度のキャッチアッ

プ接種対象者数と接種状況は。 

（２）キャッチアップ対象者への制度の周知は、

どのように対応されたのか。 

（３）令和６年度に接種期限を迎える高校１年生

とキャッチアップ接種対象者の未接種者全

員に最終期限を伝える個別通知を実施する

べきと考えるが見解は。 

（４）男性へのＨＰＶワクチン接種への費用助成

について見解は。 

 

発達性読み書き障がいであるディスレクシア

は、学習障がいの一つのタイプとされ、全体的な

発達には遅れはないものの、文字の読み書きに限

定した困難があり、そのことによって学業不振が

現れたり、二次的な学校不適応などが生じやすい

障がいとされている。小学生の約７～８％に存在

すると言われており、適切なサポート体制が必要

であると考える。 

（１）ディスレクシアについて、どのように認識

しているのか、また市内小・中・義務教育学

校において、ディスレクシアの疑いのある児

童生徒をどの程度把握されているのか。 

（２）ディスレクシアの疑いのある児童生徒の早

期発見のための検査などを含む取組は。 

（３）学校現場でディスレクシアと思われる児童

生徒が発見された際の対応は。 

（４）学校現場における支援策としてタブレット

端末やデジタル教科書などを活用すること

が効果的とされているが、学習支援の現状

は。 

（５）教職員を含め、保護者や他の児童生徒にデ

ィスレクシアへの理解を促すための研修会

や講演会の実施、リーフレットの作成につい

て見解は。 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

教育長 

所管部長 
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３ 災害対策に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 災害時の支援金受給などに必要な「罹災証明

書」の発行手続の迅速化を図るため、内閣府は罹

災証明書を発行する自治体と、保険金を支払う損

害保険会社がそれぞれ被災家屋を調査している

実態を踏まえ、自治体と損害保険会社の連携を促

している。 

（１）罹災証明書を発行するための被害認定調査

の実施体制の現状及び調査に要する期間は。 

（２）罹災証明書の発行における官民連携の取組

について見解は。 

（３）民間の保険会社などと罹災証明書発行に関

する連携協定を締結する考えは。 

 本年５月末、国や自治体による災害対応の基礎

となる防災基本計画が修正され、地域の実情に応

じた被災者への支援として、災害ケースマネジメ

ントの整備促進が明記された。 

（４）災害ケースマネジメントの取組の認識及び

本市の現状は。 

（５）災害ケースマネジメント実施への課題と今

後の取組は。 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 土岐 新 

12 月 5 日(火) 

13：00～ 

 

※一問一答 

 

１ 湯の花温泉

街の街路灯につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ ＪＲ並河駅

周辺の安全対策

について 

 

 

 

 

亀岡三大観光の一つである湯の花温泉は、コロ

ナが落ち着きにぎわいを取り戻しつつある。夜に

は観光客が浴衣を着て歩いている様子も見受け

るが、温泉街には街路灯が少なく暗くて危険な状

況があり、地元の方からも街路灯の増設について

要望されている。 

（１）観光客に対しておもてなしの気持ちが大事

であると考えるが、市としてどのような取組

をしているのか。 

（２）湯の花温泉の活性化やにぎわい創出に向け

た具体的な施策はあるか。 

（３）温泉街には街路灯が少なく、古くて明るさ

も弱いものもあり、危険に感じるところがあ

るが、現状を把握しているか。 

（４）街路灯の管理は、市、地元、湯の花温泉観

光旅館協同組合などがされていると思うが、

以前に一部の街路灯について市の担当や地

元自治会に設置者を尋ねたものの不明であ

った。現在は管理者を把握できているか。 

（５）街路灯の管理者が把握できれば、観光地の

環境整備として対応や支援ができると思う

が、今後街路灯を増設していく考えは。 

（６）古い街路灯から順次、新しいものに更新し

ていく計画は。 

 

府道王子並河線とＪＲ嵯峨野線が交差する大

井踏切は、幅員が狭小で歩行空間が十分に確保さ

れておらず、これまでにも地元自治会からの要望

や議員からの一般質問での指摘もあり、早期の対

策が望まれる。 

（１）ＪＲや京都府と協議している内容は。 

（２）住民の安全・安心のために、市として早期

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 
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３ 交通インフ

ラについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 中学校の部

活動について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

に取り組める施策は。 

ＪＲ並河駅前交差点について、視覚障がい者の

方から、信号が変わったことを知らせる音響装置

付信号機がなぜないのかとの声を聞いた。 

（３）駅前は多くの方が利用される場所であり、

障がい者の方に優しい対策が必要であると

思うが所見は。 

（４）音響装置付信号機への変更には、警察、京

都府、地元自治会、近隣住民との協議が必要

であると思うが、これを早期に改善していく

考えは。 

 

市内の交通インフラについては、多くの課題が

山積する中で、公共交通対策特別委員会において

も協議しているが、課題の一つとして、まちのに

ぎわいとも関連して、夜間・深夜における足の確

保があると考える。特に、飲食業の方から深夜の

タクシー運行を望む声が多くある。 

（１）タクシーの深夜営業がなく困っている市民

が多くいると思うが、市内タクシー事業者の

現状は。 

（２）ＪＲ終電以降のタクシー配車が難しい中

で、市外タクシー事業者と連携できればと考

えるが所見は。 

（３）市内タクシー事業者の営業時間外に、市外

タクシー事業者に参入いただくことを協議

していくことは困難であるか。 

（４）本市が取り組む陣痛タクシーは、非常にす

ばらしい施策であると思うが、深夜に利用で

きない状況を改善できないか。 

 

市内中学校の部活動については、近年では府・

近畿・全国大会などに出場するクラブや選手が多

くあり、大変すばらしい活動ができていると考え

ている。しかし一方で、体育系・文化系を問わず、

部活動に必要な用具や楽器代、遠征費用等によ

り、学校や保護者の負担が増えている状況がある

と聞く。 

（１）直近３年の中学校部活動における大会参加

（全国大会等を含む）の現状は。 

（２）用具や楽器等の更新についての現状は。 

（３）遠征費や交通費の補助についての現状は。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

教育長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 小川 克己 

12 月 5 日(火) 

13：45～ 

 

※一問一答 

 

１ 公共交通に

ついて  

 

 

 

 

 

 

 

 

 年を重ねても安心して暮らせるまちづくりに

ついて所見を問う。 

（１）桂川市長の亀岡新時代ビジョンの政策の中

に「シニア世代の移動をもっと自由に」とあ

るが、今後具体的にどのように進めていこう

としているのか、抱負は。 

（２）直近の課題はＪＲ嵯峨野線亀岡駅以北の減

便緩和であり、特に昼間の１時間１本が課題

である。 

①ＪＲ並河駅と千代川駅の直近の利用状況は。 

市長 

所管部長 
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２ 小・中・義

務教育学校につ

いて 

 

 

 

 

３ 地域通貨事

業について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ マンパワー

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ スタジアム

の活用について 

 ②関係団体で減便緩和要望を重ねていただい

たが、令和６年３月のダイヤ改正に反映され

るのか。 

（３）ＪＲ千代川駅を渡る、東西自由通路完成に

向け進捗状況は。 

 

 快適な学びの場としての現状を伺う。 

（１）市内の小・中・義務教育学校のトイレ改修

の現状と、今後の予定は。 

（２）児童生徒が登下校時に持つリュックなどの

荷物が大変重い。改善策は考えられないの

か。 

 

 亀岡市内だけで流通、利用できる地域通貨を導

入することで、地域内の流通を活性化し、経済循

環を高めることが期待できる。あわせて地域コミ

ュニティが活性化することで、地域課題の解決も

図ることができ、地域が一丸となって活性化と持

続可能な地域経営が推進できると期待する。 

（１）１１月３０日と１２月１日にかめｐａｙプ

レミアムイベントが開催されたが、デジタル

地域通貨かめｐａｙとは。 

（２）プレミアムイベントの概要は。また、結果

をどのように捉えているのか。 

（３）かめｐａｙの運用にあたり、課題と効果、

市としてのメリットについて所見は。 

 

 市民ニーズが多種多様化する中、アフターコロ

ナで様々なイベントも復活している。また、今後

４年間では、市として新時代に向けて様々な施策

が進んでいく。市民力と職員力、まさに限られた

人員の中でのマンパワーが必要となる。 

（１）市職員人材育成の取組は。 

（２）ジョブローテーションの考え方は。また、

実際にそれぞれの部署の業務実情を鑑みた

人事はできているのか。 

（３）産休・育休以外で、体調不良のため休職し

ている職員数は。 

（４）専門職で採用している職種は。 

（５）幹部職員育成の取組について、多種多様化

する市民ニーズや施策に向けた専門職員や

病院職員等の人事交流について、また、一般

職員の自治大学校への研修派遣についての

考え方は。 

（６）市職員のマンパワー活用以外に、煩雑化す

る業務を効率的に処理するため、また、職員

にカウンセリングを実施するために、例えば

市内の社会保険労務士や臨床心理士、職員Ｏ

Ｂ等の力を借りることについての所見は。 

 

全国に誇れる球技専用スタジアムがある亀岡

市。球技以外の活用について問う。 

（１）サッカー等の試合があるとき以外にスタジ
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教育長 

所管部長 
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アムを使用し、例えば音楽コンサートやコス

プレイベント等を誘致する考えはあるのか。 

 

5 山木 裕也 

12 月 5 日(火) 

14：45～ 

 

※一問一答 

 

１ 森林管理に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 竹林整備に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 街路樹の安

全管理について 

 

 

 

 

本市は地域の７割が山林であり、以前は山林が

本市の重要な資源であったが、近年は、ゴルフ場

や廃棄物処理施設の建設、メガソーラーの設置

等、森林伐採につながる事業が行われている。森

林整備は、本市にとって重要な課題であり、今後

は森林環境譲与税を利用し、森林整備をすること

が重要である。 

（１）本市には、どのような森林整備計画があり、

どのような事業が実施されているのか。 

（２）本市には、ソーラーパネルがどのくらい設

置されているのか。 

（３）山林の斜面に設置されているソーラーパネ

ルの状況をみると土砂崩れ等の危険性を感

じるが、安全対策について市の考えは。 

（４）亀岡市は「亀岡市太陽光発電設備の設置及

び管理に関する条例」を制定しているが、山

林や耕作放棄地にソーラーパネルを設置す

ることを許可していくのか。 

（５）太陽光発電に変わる発電方法として、小型

水力発電を推進してはどうか。 

（６）森林施業を行う際、幹の丸太部分は建築資

材等に活用されているが、枝葉部分はどのよ

うに活用されているのか。 

（７）森林施業で伐採した、丸太部分以外の幹や

枝葉を再利用する考えは。 

（８）亀岡産杉・ヒノキ・クロモジの枝打ちした

枝葉を原材料として、アロマオイルの原料と

なる精油をつくるなど、新たな産業を創出し

てはどうか。 

 

亀岡市では、古くから竹を工芸品や農業用具と

して利用してきた。近年では利用する機会が減

り、竹林が放置されていると聞くが本市の考えを

問う。 

（１）亀岡市内に放置されている竹林は、何ヘク

タールあるのか。 

（２）竹林整備の必要性をどのように考えている

のか。 

（３）放置竹林の竹を利用して竹灯籠を作成し、

地域の祭りや七谷川和らぎの道等で催しを

開催する際に使用することで、竹やぶの所有

者や市民、観光客に竹の魅力を伝えてはどう

か。 

 

亀岡市内にある街路樹は、四季折々の街路景観

を彩り市民の憩いとなっている。一方で、管理に

膨大な費用と人手がかかるため、今後の本市の街

路樹管理の考えについて問う。 

（１）街路樹の倒木または寿命で伐採を余儀なく

される街路樹を見かけるが、どのくらいの切

市長 

所管部長 
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４ 作業所の働

き方支援につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

り株があるのか。 

（２）街路樹の切り株により、歩行者が転倒され

けがをされる事があり、特に西つつじケ丘で

は車が切り株に乗り上げてしまったことが

あったと聞いている。市は、このような状況

を把握しているのか。 

（３）街路樹の植え替えや切り株を除去し安全な

歩道に整備する考えは。 

（４）８月１５日に最接近した、台風７号の影響

で倒木被害があったことを受け、６月議会で

街路樹の安全対策について質問したが、その

後どのような対策を行っているのか。 

（５）台風で倒木した原因の一つとして、特にプ

ラタナスの木は年数が経つと幹の中が空洞

化しやすく倒木につながると聞くが、どのよ

うに街路樹安全点検を行っているのか。 

（６）街路樹の幹の空洞化を見つけるため、超音

波装置を活用している自治体があると聞く

が、本市でも実施してみてはどうか。 

 

大阪府堺市では、就労継続支援Ｂ型事業所の事

業として、古くなったパソコン等の電子機器を解

体・再利用する、まさにＳＤＧｓの取組が行われ

ている。本市でも、電子機器を入れ替える際には

作業所に業務を委託してはどうか 

（１）市役所をはじめ、公共施設で使用したパソ

コン等の電子機器は、どのように処分してい

るのか。 

（２）亀岡市内の就労継続支援Ｂ型事業所が電子

機器の解体・再利用の事業を実施することに

なった場合、市が回収した小型家電を事業所

に提供する考えはあるのか。 

（３）資源の有効利用と廃棄物の適正処理を行う

ため、この事業を推進してはどうか。 
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6 大塚 建彦 

12 月 5 日(火) 

15：30～ 

 

※一問一答 

 

１ 有害鳥獣対

策事業について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年６月議会で法貴隆司議員が、有害鳥獣

捕獲後の処理・加工等について質問された。その

際、有害鳥獣駆除を委託されている亀岡猟友会で

は、原則として捕獲された鳥獣を埋設・焼却処分

していると答弁されたが、捕獲された野生鳥獣の

処理・加工施設の建設や運営等について問う。 

（１）埋設等による環境汚染を防ぎ、資源を有効

活用するため、捕獲鳥獣の処理・加工を行う

施設を建設する考えは。 

（２）施設の建設を検討する場合、その施設は処

理・加工から製品化までの中間処理を行う施

設なのか。それとも全工程を行う施設を想定

しているのか。 

令和５年９月議会で松山雅行議員が、府県境を

越えた広域的な有害鳥獣捕獲の推進について質

問された。 

（３）隣接する府県と協議を行っているのか。亀

岡市では有害鳥獣を捕獲した場合、補助金の

市長 

所管部長 
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２ ＪＲ亀岡駅

南のまちづくり

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 道の駅での

食事の提供につ

申請に必要となる証拠の準備等に煩雑な手

続が求められる。猟友会の負担を軽減するた

め、証拠となる書類等の省略化や簡素化の考

えは。 

（４）捕獲鳥獣の証拠等の提出時に不備があった

場合、個体を埋設しているため、再度写真を

撮影することは困難である。そのため、却下

という選択肢だけではなく、救済措置を検討

することはできないか。 

（５）スマートフォンアプリなどを活用した、捕

獲状況のシステム化を実現できないか。 

（６）補助金の実績報告に不正が続く場合には、

ペナルティを強化する必要があると考える

が、現行のルールを変更する余地はあるの

か。 

 

亀岡駅前開発推進協議会は、令和５年１１月５

日に「亀岡駅南のまちづくりについて活動報告

会」を開催された。本協議会は平成２６年に追分

町自治会、亀岡駅前商店街振興組合、追分町商栄

会で構成され、当初は、大規模な再開発事業の検

討等を行ってきたが、令和３年に亀岡市による都

市再生事業として、亀岡駅南周辺地区まちなみ・

まちづくり構想が始まったことに伴い、都市整備

課や委託を受けたコンサルティング会社等も加

わり、ＪＲ亀岡駅南周辺の商業地域の開発につい

て、先進地視察も行い協議を重ねてきた。 

（１）今回の報告会では、今後の商業地域の開発

等について方向性が示されたがどのような

内容であったのか。 

（２）当日は、商工観光課の参加があり、会議の

中では「商店の成功事例を作っていく」とい

うことで意見が一致したが、市は具体的にど

のような支援を考えているのか。 

（３）亀岡駅南周辺地区まちなみ・まちづくり構

想の核であるＪＲ亀岡駅前から南郷公園ま

でのシンボルロードの無電柱化が当初の計

画から遅れているが、その原因と今後の見通

しは。 

（４）亀岡市・南丹市・京丹波町を会場として、

令和８年に全国都市緑化フェアｉｎ京都丹

波が開催されるが、ＪＲ亀岡駅南地区におい

て実施が望まれている「ほこみち」について、

交通管理者との協議の状況は。 

（５）令和５年１１月１０日、亀岡市内で商店街

ネットワークサロン＠南丹が開催された。主

催である京都府商店街創生センターと協働

で、ＪＲ亀岡駅南商店街での新たな店舗の再

生（リノベーション）に向けて、プロジェク

トを立ち上げる考えは。 

 

令和５年５月から新型コロナウイルス感染症

が２類相当から５類に引き下げられた。現在も、
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所管部長 
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いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新型コロナウイルス感染症の感染者の報告は続

いているが、市民生活への影響は改善されてい

る。その結果、道の駅ガレリアかめおかも連日に

ぎわいを見せており、特に休日は車を止められな

いほどの盛況であり、うれしい限りである。 

（１）物産市場「アトリオ」には、食事ができる

レストランがあったが、なくなった理由は。 

（２）ガレリアかめおかを訪れる市民や観光客等

から、食事ができる店の再開を望む声を多数

聞くが、どのように考えているのか。 

（３）ガレリアかめおかのホームページには、「レ

ストラン」というページがあり、現在もレス

トランを営業しているかのような印象を受

けるが、どのような意図があるのか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7 大西 陽春 

12 月 6 日(水) 

10：00～ 

 

※一問一答 

 

１ 国民健康保

険事業について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 学校給食の

実施について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 介護保険に

国民健康保険料は他の健康保険に比べて保険

料が高くなっている中で、市民から「高い保険料

を少しでも引き下げてほしい。」との声を聞く。

令和４年度は国民健康保険加入世帯数１万１，６

５９世帯中９７３世帯、８．３パーセントが保険

料を滞納している。 

（１）滞納の原因を、どのように認識しているの

か。 

（２）物価高で家計が大変な今だからこそ、国保

料の引下げが必要である。国民健康保険財政

調整基金残高は令和４年度末で約６億７，５

３４万円となっているが、１世帯１万円の引

下げを行えば幾ら必要になるのか。 

（３）就学前の子どもの均等割額が半額に減額さ

れているが、残りの額を亀岡市が支援すれば

幾ら予算が必要になるのか。 

 

亀岡市学校給食検討懇話会を設置し、令和１０

年度に向けて、中学校給食の検討が進められてい

る。子どもファーストを掲げ、オーガニック農業

を進める本市の学校給食施策について問う。 

（１）学校給食の教育的意義、食育の観点、安全

面やリスク回避の観点から、自校給食が１番

望ましいと考える。各学校の空き教室の状況

を調査し、各校に調理場を造ることを検討し

てはどうか。 

（２）建設するのであれば、自校給食に限りなく

近い形の少規模調理場が望ましいと考える

が、所見は。 

（３）育親学園の調理場建設計画はどのようにな

っているのか。また、対応食数を育親学園の

児童生徒に限らず、周辺の学校に配食するこ

とはできないのか。 

（４）育親学園におけるオーガニック給食の計画

はどのようになっているのか。 

 

介護保険は、保険料を４０歳からずっと払い続

市長 

所管部長 
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ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 生活保護行

政について 

け、利用時にも介護度によって利用料も払わなく

てはならない大変負担の大きい制度となってい

る。第９期介護保険計画の策定が進められる中、

介護保険制度について問う。 

（１）第９期介護保険計画の基本方針と基本目標

は、利用者やその家族の視点をしっかりと入

れて策定されるべきと考えるが所見は。 

（２）高齢者の実態調査結果から、本市の高齢者

の課題をどのように把握しているのか。 

（３）亀岡市は第９期介護保険計画を、事業者に

依頼して策定しているのはなぜか。また、委

託のメリットとデメリットは。 

（４）第８期所得段階別保険料を亀岡市は１２段

階としているが、なるべく負担を減らすた

め、城陽市のように１８段階に細かくするべ

きではないのか。 

（５）介護サービスを受けたくても利用料が高

く、受けられない実態を把握しているのか。 

（６）６５歳以上の人で、介護保険の要介護認定

を受け、所定の条件を満たす場合、身体障害

者手帳などの交付を受けていなくても、所得

税等における障害者控除の対象者になるこ

とができる。京丹後市は可能性のある対象者

を抽出して個別に案内しているとのことで

あり、本市も同様に案内ができないか。 

 

生活保護はこの国の「最後のセーフティネッ

ト」であり、生活がどうにもならなくなったとき

に、国が責任を持って支援する制度である。物価

高騰、年金や賃金が上がらず生活が厳しくなって

いる今、命に関わる重要な制度であると認識して

いる。 

（１）京都社保協２０２１年自治体キャラバン報

告書によると、京都府下の市において、亀岡

市の生活保護率はかなり低いがその理由は。 

（２）廃止事由について、令和４年度は死亡が３

５．７パーセント、次いで転出が３２．９パ

ーセントと多い。転出による廃止について、

就業によるものや親族の元への転出が考え

られるが、具体的な理由は何か。 

（３）令和４年度保護申請に係る却下件数は２３

件である。そのうち、収入資産によるものが

１４件となっているが、具体的に何の収入で

却下になっているのか。 

（４）国が行う臨時特別給付金等は一時的なもの

であるが、収入に含まれると考えられている

のか。 

 

所管部長 
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所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

8 冨谷加都子 

12 月 6 日(水) 

10:45～ 

 

※一問一答 

１ 学校現場で

の学びの支援に

ついて 

 

 

 学校現場では、不登校となる児童生徒や特別支

援学級に在籍する児童生徒が増加するとともに、

いじめ対策などの課題解決の要である教員の不

足も深刻で、危機的な状況である。国の制度や仕

組みの改善は当然として、本市教育委員会は子ど

市長 

教育長 

所管部長 

 

 



 

12 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 医療的ケア

児支援について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

もたちが主体的に学べる環境整備をさらに進め

る必要がある。 

（１）教員不足におかれた学校現場の現状をどの

ように認識しているのか。 

（２）教員不足は、様々な原因が考えられるが、

主な原因をどのように捉えているのか。 

（３）教員不足への取組は。 

（４）学びの保障のため、不登校対策支援員や特

別支援教育支援員等、教育現場をサポートす

る人材は重要と考える。各学校が確保出来る

支援員の時間配分に基準はあるのか。 

（５）令和５年６月議会で取り上げた不登校対策

「ＣＯＣＯＬＯプラン」で、スペシャルサポ

ートルームの配置を取り上げた。答弁は、詳

徳中学校ブロックを事業実践校区として３

年間の計画で整備するとのことであったが、

現状は待ったなしである。事業の進捗状況は

どうか。 

（６）適応指導教室に通えず、自宅にいる児童生

徒の学びの機会として、札幌市教育支援セン

ター宮の沢では、オンラインを活用した支援

をしているが、本市で試行は可能か。 

（７）児童生徒の教育環境に特に影響を及ぼす、

老朽化した机や椅子の取り替え計画につい

て問う。 

①予算に応じて、取り替え個数は限定されるの

か。 

②新設の学校については、机の天板は大きくな

るなど、仕様は変わるのか。 

 

 令和３年６月に、医療的ケアが必要な子どもと

その家族を支援する「医療的ケア児及びその家族

に対する支援に関する法律」が成立した。医療的

ケア児を保育所や放課後等デイサービスに預け

る場合、看護師の配置など手厚い体制が必要であ

る。今後、医療的ケア児が安心して適切な支援を

受けられるよう、ニーズ調査を基に実態に添った

体制確保が必要である。 

（１）医療的ケア児の実態把握をしているのか。 

（２）放課後等デイサービスで、医療的ケア児の

受入れ施設の状況と各施設の受入れ可能人

数は。 

（３）保育所や学校で看護師の配置などの措置が

ある施設は何か所あるのか、また、現状は充

足しているのか。 

（４）医療的ケア児支援の人材育成の取組は。 

（５）日中一時支援と放課後等デイサービスは併

用可能と認識しているが、日中一時支援は自

治体に対象者や人員配置基準が委ねられて

いる。今後、日中一時支援の事業を充実させ、

医療的ケア児を支えるご家族の負担を軽減

すべきと考えるがどうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 
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３ 紙おむつ助

成について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高齢者福祉サービスや障害児(者)日常生活用

具給付事業にて、紙おむつ等の給付がある。高齢

化の進展とともに、介護度に関係なく紙おむつの

利用者が増加している。また、障がい児(者)にと

っても大きな出費である。 

（１）高齢者福祉サービスの介護用品の支給の対

象者として、高齢者が要介護４または５の認

定を受けていることが条件だが、要介護１か

ら３であっても、常時紙おむつを利用してい

る人は、相当数おられる。住民税非課税世帯

にとっては、大きな負担である。市民ニーズ

を把握し事業の拡大を検討すべきと考える

がどうか。 

（２）上記制度の対象者は６５歳以上となってお

り、４０歳から６４歳の方で、特定疾患があ

るため、要介護４や５の認定を受けていても

要件から外れる。要介護認定が４以上であれ

ば、年齢制限を緩和すべきと考えるがどう

か。 

（３）障害児(者)日常生活用具給付事業実施要綱

には、脳性麻痺等脳原性運動機能障害により

排尿若しくは排便の意思表示が困難な者、高

度の排便、排尿機能障害のある全身性障害児

(者)等が対象者となっているが、常時紙おむ

つを利用している障がい児(者)に補助制度

適用を検討できないか。 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9 竹内 博士 

12 月 6 日(水) 

13:00～ 

 

※一問一答 

 

１ シティプロ

モーションにつ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市の情報発信は、地域住民に情報を提供する以

外にも、移住や観光、企業誘致を実現するための

広報戦略が重要である。ＳＮＳの登場で自治体の

広報活動は大きな転換点を迎えている。以前は、

広報誌で一方的な情報発信をすることが中心だ

ったが、現在はＳＮＳや動画共有サイトなどの

様々な媒体を用いて、相手の求めている情報を発

信していくことが自治体における広報の役割と

なってきている。そこで、情報発信・シティプロ

モーションについて問う。 

（１）広報誌、公式ＬＩＮＥ、各種ＳＮＳなど様々

な情報発信媒体があるが、本市ではどのよう

に使い分けて情報発信をしているのか。 

（２）自治会未加入、かつ、新聞未購読、インタ

ーネット・ＳＮＳ使用不可能という、いわゆ

る「情報難民」の把握や対応策は。 

（３）効果測定は。また、その結果と分析から分

かる情報発信における現状は。 

（４）公式ＬＩＮＥの登録者数について、本市は

他市と比較して好調に増加していると聞く

が実態は。また増加している要因は。 

（５）公式ＬＩＮＥの課題は。登録解除やブロッ

クされる実態と要因は。 

（６）登録者によって、情報が届いたり届いてい

なかったりすると聞くが、セグメント配信の

状況は。また、広報計画は。 

市長 

所管部長 
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２ 不登校対策

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（７）令和５年３月議会以来、「子育て情報発信

の充実化」について質問してきたが、その後

の状況は。 

（８）デジタルマーケティングの現状や課題は。 

（９）マスメディアへのニュースソースの提供の

現状や課題は。 

（１０）ホームページは５年に１回、大幅リニュ

ーアルをしていると聞くが、次回の課題や計

画などについての考えは。 

 

文部科学省が１０月４日に「令和４年度児童生

徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関

する調査結果」を公表した。調査結果によると、

小・中学校における不登校児童生徒数は２９万

９，０４８人（前年度２４万４，９４０人）で、

前年度から５万４，１０８人（２２．１％）増加

し、過去最多となった。また、高等学校における

不登校児童生徒数は、６万５７５人（前年度５万

９８５人）で、前年度から９，５９０人（１８．

８％）増加している。そこで、不登校児童生徒の

状況と対策について問う。 

（１）本市における小・中・義務教育学校の不登

校児童の状況は。 

（２）不登校になる要因など状況分析はできてい

るのか。また、どのような対策をとっている

のか。 

（３）不登校の要因の一つにＨＳＰがあるとして

全国的にも様々な事例報告されているとこ

ろだが、本市ではＨＳＰの状況把握はできて

いるのか。 

（４）ＨＳＰの理解促進のための研修など実施す

るのはどうか。 

（５）全国的に不登校対策推進校などは「支援教

室」を設置するなどの対策も進めているが本

市でも前向きに検討できないか。 

（６）学校に行けない子どもが自宅でも授業を受

けることができるよう、ＩＴ環境充実の可能

性は。 

（７）不登校児童生徒の居場所づくりなど、支援

を行う人や団体への支援の現状は。 

（８）フリースクールのニーズも高まり、学びが

多様化する社会のなか、全員が同じ教育を受

ける時代も過渡期にきている。好きな教育を

選ぶことができ、それが出席日数としても扱

われるような先進的な取組を望む保護者も

多いが、今後の可能性は。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 大石 慶明 

12 月 6 日(水) 

13：45～ 

 

※一問一答 

 

１ 公共施設の

利活用について 

 

 

 

 

当市から転出する人よりも転入する人が２０

年ぶりに多くなり、「選ばれるまち」「住み続け

たいまち」が現実となりつつあるが、いまだ人口

減少傾向の解消まで至っていない状況である。現

在進められている学校規模適正化の施策による、

育親中学校ブロックにおける小・中学校の統廃

市長 

教育長 

所管部長 
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２ 害獣対策に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 猫のふん尿

被害について 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 婚活支援に

合、また文化資料館の移転構想により公共施設が

空き施設となることが現実となっている。今後も

空き施設が増加するおそれがあると考えている

が、育親学園創設による３小学校及び文化資料館

の空き施設の利活用について問う。 

（１）公共施設の利活用についての基本的な考え

は。 

（２）上記３小学校及び文化資料館について、現

時点での利活用に関する検討状況は。 

（３）利活用の検討について市民等を含めた検討

会が必要と考えるが見解は。 

（４）空き施設を民間事業者に賃貸や売却するこ

とも想定されるが、その際は地域振興に貢献

することを条件にすべきと考えるが見解は。 

（５）この際、既存公共施設を含めた抜本的な利

活用の検討を行うべきと考えるが見解は。 

 

近年、害獣の出没が多く発生している。特に今

年に入り、熊も多く出没している。イノシシ、鹿

の捕獲についても猟友会と連携し取り組まれて

いるが、個体数の減少まで至っていないと考えて

いる。また、アライグマ、イタチ、テン、ハクビ

シン、ヌートリアなど外来種の被害も多発してい

る。これら害獣対策について問う。 

（１）熊の出没への対策について問う。 

①駆除の取組状況は。 

②被害防止に向けた市民への広報活動は。 

（２）イノシシ、鹿の個体数減少に向け、重点駆

除地区を指定した取組が必要と考えるが見

解は。 

（３）外来種の害獣(アライグマ、イタチ、テン、

ハクビシン、ヌートリア等）に対する駆除の

取組は。 

（４）外来種の害獣について、地域の農業者が自

ら対策に取り組んでいると聞く。 

①外来種の害獣の処理についての相談件数、処

理件数は。 

②外来種の害獣のうち、市で処理できるものと

できないものは。 

③外来種の害獣の処理を一元的に市が実施で

きないのか。 

 

空き家の増加などにより野良猫が住み着き、近

隣住民が猫のふん尿による悪臭に悩まれている

との話を聞いた。令和５年度予算に、飼い主のい

ない猫の増加を防止するため、猫の避妊、去勢手

術への補助金が計上されているが、その取組状況

について問う。 

（１）避妊、去勢手術の実施件数は。 

（２）補助金の支給状況は。 

（３）今後の取組予定は。 

 

子どもと子育てを頑張る人を本気で応援する

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 
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ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「子どもファースト」を宣言し、流入人口の増加

等、着実に成果を上げていると感じる。そこで、

さらなる人口増加施策の一環として「亀岡で出会

い、亀岡で結婚し、亀岡で子どもを産み、亀岡で

子どもを育てる」サイクルを実現するための婚活

支援に力を入れるべきと考える。 

（１）以前、亀岡市独自で婚活イベント等を開催

し、支援していたが、取りやめたのか。 

（２）婚活イベントによる成果（成婚など）はど

うであったのか。 

（３）婚活イベントが現在実施されていない理由

は。 

（４）京都府において婚活支援の取組が実施され

ているが、亀岡市においても再度取り組む考

えは。 

 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11 松山 雅行 

12 月 6 日(水) 

14：45～ 

 

※一問一答 

 

１ 快適な学習

環境の整備につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 街路樹・公

園樹の管理につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 大阪・関西

万博について 

 

 

 

 

 

千代川小学校の校舎増改築事業が無事完了し、

新校舎では６年生の児童が快適に授業を受けて

おり、他の学年の児童から早く６年生になって新

校舎の明るい教室で学びたいという声も聞いて

いる。今後の快適な学習環境の整備について問

う。 

（１）これまでの校舎にある教室の照明等を、快

適な学習環境の整備や省エネの観点からも、

全てＬＥＤ化してはどうかと考えるが所見

は。 

 

本市は、これまでから亀岡らしさが感じられる

緑化を推進する中で、５，０００本以上の街路

樹・公園樹を整備し管理してきている。街路樹は

車と歩行者の分離や並木による視線誘導など道

路の安全性向上の対策につながり、公園樹は人や

動物の憩い空間に結びついている。一方で街路

樹・公園樹は、樹木によって落ち葉や根上がり、

枯れや腐りなど生育に支障が出ているもの、樹勢

がよく道路の視認性や歩行空間を妨げている状

況もある。今後の本市における施策推進について

問う。 

（１）樹木が大木化・老木化した際にどのような

リスクが考えられるか。 

（２）持続的に健全な成長を促すため、撤去や植

替えを計画的に行う必要があると考えるが

所見は。 

（３）街路樹・公園樹についての安全対策管理指

針をつくるべきと考えるが所見は。 

 

２０２５年大阪・関西万博の開催まで５００日

を切った。今回の万博は約２兆円の経済波及効果

が見込まれており、「万博」を基軸に本市もブー

ス出展するなど、世界中に魅力を発信できるチャ

ンスであり、新たなイノベーション創出の機会で

もある。今後の機運醸成を含む本市の事業展開に

ついて問う。 

市長 

教育長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

 

 

 

 

 

 



 

17 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 有事の際の

道路確保につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）機運醸成に向けて、どのような事業展開を

考えているのか。 

（２）次世代モビリティである空飛ぶクルマの離

発着場を本市に整備する考えは。 

（３）次世代を担う本市の子どもたちに、直接会

場で未来社会を感じ取ってもらいたいと考

えるが、無料招待する考えは。 

 

令和５年１月２４日、積雪により京都縦貫自動

車道や国道９号で危険な状況にある区間が、安全

確保のため通行止め措置がされ、公共交通におい

ても、ＪＲやバスの運休・運転見合わせが発生し、

市内交通が大混乱となった。今後の対策と関係機

関との連携について問う。 

（１）当時、京都縦貫自動車道及び国道９号で通

行止め措置がされた区間と期間は。 

（２）それ以上の状況が起こることを想定し、有

事の際の道路管理者や関係機関との連携体

制はどうか。 

（３）主要道路の通行止めや公共交通の運休など

による帰宅難民者を減少させるためにも、各

段階における行動計画（ガイドライン）につ

いて、国・府・ＮＥＸＣＯ西日本などと連携

して協議すべきと考えるが所見は。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12 齊藤 一義 

12 月 6 日(水) 

15:30～ 

 

※一問一答 

 

１ 市長の政治

姿勢について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長３期目のマニフェスト政策集「未来への１

０１の約束」に掲げる政策について問う。初めに、

１項目目「子育てしたいまち」について、研究者

によると選ばれるまちは「自分がそのまちで将来

にわたって子どもを産み育てられることが想像

できるまち」であると言われているが、子どもを

持たない理由としては、収入などの経済的な理由

が最も多いとされている。 

（１）子育てしたいまちを実現するためには労働

賃金を上げることが重要であり、６項目目

「経済の好循環で活気に満ちたまち」にも波

及すると考えるが所見は。 

２項目目「子どもが夢を持ち成長できるまち」

について、将来への教育としてＩＣＴ教育の推進

と高校進学時に使用タブレットを譲与するとさ

れている。 

（２）ロイロノート導入後の教育的効果はどう

か。 

３項目目「いくつになっても笑顔で健康に暮ら

せるまち」と４項目目「世界に誇れる環境のまち」

に関連して、高齢者に多い難聴は、鬱や認知症の

要因になるとも言われており、補聴器を必要とさ

れているが、高額なため購入が困難な方が多いと

聞く。 

（３）リユース品回収の一環として補聴器回収箱

を設けて、有効活用をアピールすることで、

需要者の出費軽減を図ってはどうか。 

４項目目「世界に誇れる環境のまち」について、

市長 

教育長 

所管部長 
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２ 地域間連携

について 

 

 

 

 

 

亀岡ふるさとエナジー株式会社による再生可能

エネルギーの利用促進を図ることが必要である。 

（４）長野県の飯田まちづくり電力株式会社を参

考に、１項目目「子育てしたいまち」に関連

する「子育て応援割引」や８項目目「便利で

住み心地の良いまち」に関連する「Ｕターン

移住応援割引」を取り入れて、再生可能エネ

ルギーの利用促進につなげてはどうか。 

５項目目の「文化・芸術・スポーツで感動を生

み出すまち」について問う。 

（５）（仮称）「梅岩の里」生誕地整備事業にお

いて、梅岩記念館完成後の施設運営のため、

石門心学の教えを伝えることができる人材

を育成する塾を創設してはどうか。 

（６）芸術・文化の発信として、円山応挙作品の

９年間の修復の記録映像を映画化し、円山応

挙が高く評価されているフランスへ発信し

てはどうか。 

かめおか霧の芸術祭について、本市は大阪・関

西万博の共創チャレンジに登録するなど推進に

取り組む一方で、議会の委員会では分かりにくい

との意見が出ていたと記憶している。 

（７）ＪＲ金沢駅の鼓門のような、分かりやすく

大きなオブジェを制作して霧を晴らしては

どうか。 

６項目目「経済の好循環で活気に満ちたまち」

に畜産物をはじめ農産物のブランド化の推進や

オーガニック農法の推進について掲げられてい

る。 

（８）オーガニック農産物や亀岡牛の出口戦略と

して、高付加価値で販売でき、市場規模の大

きい東京で亀岡産の農産物のアンテナショ

ップを開いてはどうか。 

 

近隣市町との地域間連携は、地域課題解決のた

めに今後様々な分野で進めるべきである。しか

し、消防などの緊急を要する事案では地理的な把

握がされていないと感じる。 

（１）名目だけの連携でなく、合同消防訓練や合

同勉強会などを行うことが必要ではないか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

13 片山 輝夫 

12 月 7 日(木) 

10：00～ 

 

※一問一答 

 

１ 会計年度任

用職員の処遇に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会計年度任用職員の処遇については、地方自治

法改正により、令和６年度から勤勉手当の支給が

可能になるとともに、国から給与改定の実施時期

を、常勤職員に準じて遡及改訂することを基本と

するよう通知が発出された。今議会には給与改定

と期末手当について条例改正議案が提案されて

いる。 

（１）勤勉手当支給を可能にするための条例改正

は、前回の９月議会では１２月議会に提案す

るとの答弁であったが、なぜ今回提案されな

かったのか。 

１１月１日付でパートタイム会計年度任用職

市長 

所管部長 
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２ 帯状疱疹ワ

クチンの補助に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 有機農業の

推進について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 保津川市民

花火大会につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

員(一般事務員) の募集がホームページに掲載さ

れたが、時間額９６８円とされている。 

（２）最低賃金法が適用されないといっても、最

低賃金を下回る募集は、法律を守る公的機関

としていかがなものかと思うが、今回の給与

改定により、この時給は幾らになるのか。 

今回の引上げは１％に満たず、物価高騰には全

く追いついていない。実質賃金は下がり続けてい

るのが実情である。賃上げこそ経済の好循環を生

み出すことは衆目の一致するところであり、さら

なる改善が必要である。 

（３）賃上げと併せて病気休暇や子の看護のため

の休暇の有給化・拡充など、諸手当の改善も

重要な課題であるがどのように認識してい

るのか。 

 

 近年、帯状疱疹の罹患が増加しており、ワクチ

ンの積極的な接種が呼びかけられている。ワクチ

ン接種補助については、本市議会でも何度か取り

上げられているがいまだ実現していない。市民か

らの声として、発症し激痛に耐えたことや、後遺

症がきつく大変であったことなどをよく耳にす

る。 

（１）亀岡市内では年間どれだけの方が罹患さ

れ、発症しているのか。 

（２）京都府下でワクチン接種費用を補助してい

る市町村はあるのか。 

（３）亀岡市がワクチン接種費用を補助しない理

由は。 

 

本年は、水稲の有機栽培面積が１１ヘクタール

に急増し、収穫量も当初見通しより増加するた

め、有機米の生産を支援するための経費が令和５

年９月議会で増額補正された。今後、学校給食に

活用されるなど、有機農業の積極的展開が期待さ

れるところである。 

（１）今年度の結果を総括して、来年度の栽培面

積はどの程度を見込んでいるのか。 

（２）栽培農家から除草機の購入助成を求める声

がある。来年度から実施を検討してはどう

か。 

 

花火会場に近い保津町では、大会当日は日常生

活に大きな影響が出ている。そこで保津町自治会

では今回の大会後に町民を対象にアンケートを

実施している。 

（１）自治会アンケート結果からどのような評価

と課題が集約されていると認識しているの

か。 

地元町民には規制除外の通行証が発行された

が、同居家族や親戚縁者に徹底されなかったため

に不愉快な思いをしたケースや、２区・３区の町

民からは目隠し幕により花火がよく見えなかっ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 
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５ 水道の基本

料金の見直しに

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 開発公園の

維持管理につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

たなどの意見も直接聞いている。 

（２）来年に向け改善すべき点があるのではない

か。 

 

 水道の基本料金である使用水量２０立方メー

トルに満たない件数の状況について、令和５年

３月議会に大西議員が質問し、約４分の１の件

数との回答があった。今回はより詳細な内容に

ついて問う。 

（１）直近２か月間の使用状況における全体使用

件数と使用水量が２０～１０立方メートル

の件数、１０立方メートル未満の件数は。 

（２）基本料金を見直して２０～１０立方メート

ルは１，４８０円、１０立方メートル未満は

９８０円に軽減した場合、年間どの程度の減

収になるのか。 

（３）基本水量まで使っていない世帯から、同額

の基本料金を徴収することは問題である。令

和４年度の水道事業会計決算書では一定の

余剰金もあり上下水道ビジョンには大きな

影響はないと考えるが所見は。 

 

 亀岡市都市計画法に基づく開発許可等の基準

に関する条例に基づき、開発地域の面積に合わせ

て設置された開発公園は、市の財産でありなが

ら、自治会等が維持管理を行っている実態があ

る。 

（１）地方自治法第２４４条の２には「公の施設

の設置及びその管理に関する事項は、条例で

これを定めなければならない。」と規定され

ている。都市公園には条例があるが、開発公

園を自治会等が維持管理を行う法的根拠は。 

（２）公園施設の自治会等が管理する範囲に、マ

ンホールのような施設は含まれるのか。 

（３）管理不十分が原因で事故が起きた場合、賠

償責任は管理する自治会等になるのか。 

（４）一般社団法人日本公園緑地協会では平成２

０年度に「開発公園の機能変化と管理に関す

る実態把握と今後のあり方に関する検討調

査」を実施している。本市としても今後緑地

等の活用も含め、公園の在り方を抜本的に検

討する時期が来ているのではないかと考え

るが、所見は。 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

14 林 徹司 

12 月 7 日(木) 

10:45～ 

 

※一問一答 

 

１ 市長の政治

姿勢について 

 

 

 

 

 

 

 

 市長の政治姿勢について問う。 

（１）先日の報道にあった保津川利用税について

の見解は。 

（２）現時点で本市において懸念される最大の課

題は。 

（３）３回目の当選を受け、これまで取り組んで

きた施策を踏まえてさらに重点的に発展さ

せたいと考える取組について所見は。 

 

市長 
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２ 学校・教育

環境に係る課題

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 中小企業等

への支援につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校・教育現場における課題は多く、児童生徒

のみならず、支える側においても山積していると

考える。学校・教育環境に係る課題について問う。 

（１）学校安全対策協力員の高齢化や成り手不足

の対策として、報酬を引上げてはどうか。 

（２）専科指導推進事業として音楽専科講師を配

置しているが、音楽以外の科目にも広げては

どうか。 

（３）２０２２年度の文部科学省の調査では、

小・中学校の不登校児童生徒数が過去最多と

なった。本市における不登校児童生徒の状況

は。 

（４）京都府の「子どもの教育のための総合交付

金」を活用した本市の特色ある取組は。 

（５）文科省が積極的な対策を打ち出しているデ

ジタル技術を活用した不登校予防や、学びの

多様性に関する本市の取組は。 

（６）亀岡市としてフリースクールの運営を支援

してはどうか。 

 

国内企業の９９％を占める中小企業は日本経

済の土台を支える重要な存在であり、本市におい

ても同様であると言える。中小企業・小規模事業

者における経営者の高齢化と後継者不在は深刻

であり、廃業が増えれば雇用や培われてきた技術

が失われることとなるため、事業者の健全経営や

事業継承を支援することは重要であると考える。

本市における今後の取組について問う。 

（１）本市における中小企業等の実態はどのよう

に把握しているのか。 

（２）物価高騰により原材料価格等のコストが上

昇しているが、下請けいじめなどの実態はな

いのか。 

（３）事業継承などに関する相談体制はどのよう

になっているのか。 

（４）市内事業者におけるものづくり補助金活用

の実態はどうか。 

（５）高齢化や働き方改革、賃上げなどに対応す

るためにも、本市におけるリスキリングやリ

カレント教育の充実を目指してはどうか。 

（６）多様な人材が集う学びの場として、オープ

ンイノベーションセンター・亀岡がある京都

先端科学大学を活用してはどうか。 

 

市長 

教育長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

15 小林 仁 

12 月 7 日(木) 

13:00～ 

 

※一括 

 

１ 西部地域へ

の消防拠点設置

について 

 

 

 

 

 

 

亀岡市西部地域への消防拠点の設置について

問う。 

（１）最大の課題は、京都中部広域消防組合内の

構成他団体との合意形成が取れないことで

間違いないか。 

（２）新聞報道による桂川市長の３期目の抱負

は、「西部地域の消防拠点は救急車だけを置

く施設の整備を目指す」とのことであり、ぜ

ひ、実現をお願いしたい。火災・消防への取

市長 

所管部長 
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２ 西部地域３

小学校の閉校後

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 子育て・教

育移住について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

組についての所見は。 

（３）救急車だけの消防庁舎とした場合、向後、

消防車両を追加配備することは可能か。 

（４）献身的に郷土愛護精神で活躍する亀岡市消

防団の負荷軽減も考慮すべきではないか。 

（５）京都中部広域消防組合内での運営費用負担

捻出が難しいという合意形成の課題に対し

て目途は立っているのか所見は。 

 

 育親学園の開校により、畑野・本梅・青野の３

小学校が閉校となる。その閉校後の施設の利活用

などについて問う。 

（１）利活用が決定するまでの維持管理費を見積

っているのか。 

（２）運営費用は、育親学園のほうが減少すると

考えられるが、新校舎建設費に加え、閉校後

の維持管理費が長期支出になれば財政圧迫

となる。所見は。 

（３）利活用については、西部地域各自治会が、

それぞれ地域住民からの意見聴取や、プロジ

ェクトチームの立ち上げを実施している。し

かし、閉校の利活用は、本市の「まちづくり」

である。まず、行政がイニシアチブを取り、

基本方針を示すべきと考えるが所見は。 

（４）基本方針を示すには、行政内部の審議会・

委員会等が必要と考えるが所見は。 

（５）閉校の利活用は市民福祉の増強に生かされ

るべきである。まず、行政施策としての公共

施設の検討、次いで地域コミュニティーを含

む他の公共団体・公益的団体での利活用、最

後に民間事業者への貸付けまたは売却が考

えられる。地域に合った意見が、それぞれの

地域から出やすいように誘導すべきと考え

るが所見は。 

（６）～未来につなごう～「みんなの廃校」プロ

ジェクトでは、活用事例、利活用についての

募集情報、イベントの紹介などを掲載してい

る。このような外部機関の利用も有効と考え

るが所見は。 

 

 移住促進対策について問う 

（１）亀岡市の転入超過については、子どもファ

ースト宣言、かめおかプラスチックごみゼロ

宣言などの世間に先駆けた施策の成果と認

識する。教育移住を考える人に向け、教育環

境の充実したまちをアピールすべきと考え

るが所見は。 

（２）「京都府公式移住・定住情報サイト：今日

と明日」でのターゲットを子育て世代に絞る

ことが大切と考えるが所見は。 

（３）観光事業とコラボレーションし、一度、亀

岡市を訪れたいと思っている人や、亀岡三大

観光に訪れる人などからの口コミを利用し

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

教育長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 
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４ 高校生通学

路の街路灯設置

について 

 

 

 

 

 

て、移住・定住促進の拡散ができないか、所

見は。 

（４）企業誘致の工業団地があるように、子育

て・教育移住集合住宅があってもよいのでは

ないか、所見は。 

 

 自転車通学をする高校生の通学安全について

問う。 

（１）亀岡市西部地域においては、薭田野町奥条

辺りから街路灯が少なくなる。全ての道路に

街路灯設置は無理であるが、主要な道路など

への街路灯設置で未来を担う人材の応援が

できないか、所見は。 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

16 原野実生子 

12 月 7 日(木) 

13：45～ 

 

※一問一答 

 

１ 亀岡市立病

院について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 去る１０月５日に亀岡市立病院で人間ドック

検査項目の数値誤りが発覚し、１１月１５日に開

催された環境市民厚生常任委員会で、その内容が

報告された。その際の報告や議論の内容も含め、

今後、市民の生命を守るためにどのような対応や

体制の整備を行うのか。 

（１）人間ドック検査項目の数値誤りに至った経

緯と概要は。 

（２）原因は何であったのか。 

（３）対象となった受診者から問合せはあるの

か。また受診者に対してどのような対応を行

ったのか。 

（４）受診者への対応を電話のみとした理由は。 

（５）今後、どのように再発防止を図るのか。 

（６）環境市民厚生常任委員会へ報告する際、説

明資料は１枚のみであったが、後から再発防

止対策報告書を提出することとした理由は。 

（７）再発防止策は受診者や市民に公開するの

か。 

（８）信頼回復に向けて所見は。 

 

市長 

病院事業管理者 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

17 浅田 晴彦 

12 月 7 日(木) 

14：45～ 

 

※一問一答 

 

１ 市庁舎の火

災想定総合訓練

について 

 

 

 

 

 

 

２ 通学路の安

全対策について 

 

 

 

 

 

 

 

 去る１１月１３日、亀岡市役所消防計画に基づ

き、職員の自衛消防に対する認識の強化と有事の

際の実質的な対応能力強化を目的として、市庁舎

の火災想定総合訓練が実施された。 

（１）訓練内容の詳細は。 

（２）庁舎火災に対して、充実した消防資機材が

常備できているのか。 

（３）訓練の成果と今後の課題は。 

 

 亀岡川東学園の児童生徒が市道川東線を通学

路として利用しているが、地元ＰＴＡや保護者か

ら、通学路の安全対策として街路灯設置の要望が

出ている。 

（１）平の沢池中池の北川付近からなごみの里・

あさひに向かう約２００メートル間の歩道

に、通学路の安全対策として街路灯を設置で

きないか。 

（２）平の沢池中池沿いに設置されている街路灯

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

教育長 

所管部長 
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３ 道路交差点

付近の安全対策

について 

 

 

 

 

４ 亀岡川東学

園の避難所につ

いて 

 

 

 

 

 

 

５ 教育環境に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ バルーンフ

ェスティバルに

ついて 

について、故障箇所の修繕対応を含めて全体

をＬＥＤ化できないか。 

 

 府道郷ノ口余部線や市道池尻宇津根線を通行

する車両が増加していることに伴い、交差点付近

の交通事故が増加傾向にある。 

（１）事故が発生している危険な交差点付近に、

スピード抑制や事故防止を注意喚起する看

板を設置できないか。 

 

 災害発生時に被災者が一定期間滞在できる避

難施設として、亀岡川東学園体育館が指定避難所

に指定されている。 

（１）亀岡川東学園体育館にはエアコンが設置さ

れていないが、避難場所の環境整備として、

今後設置する計画はあるか。また設置されな

いのであれば、指定避難場所を変更する考え

は。 

 

 市内小・中・義務教育学校の教育環境について

問う。 

（１）児童生徒の熱中症予防対策として、体育の

授業や運動会・体育祭等の学校行事につい

て、時間帯や場所などを配慮・変更すべきと

考えるがどうか。 

（２）未来につながる家庭での主体的・体験的な

学びを促す取組であるラーケーション制度

についての所見は。また、本市に導入してい

く考えは。 

 

 昨年度のプレ開催に続き、来年２月２３日から

２５日までの３日間、保津川水辺公園をメイン会

場として、第２回京都・亀岡バルーンフェスティ

バルが開催予定であり、大きな期待が寄せられて

いる。 

（１）昨年度の検証は。 

（２）実行委員会において開催に向けて計画が進

められているが、進捗状況は。 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

市長 

教育長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

18 福井 英昭 

12 月 7 日(木) 

15:30～ 

 

※一問一答 

 

１ 外国人の年

金脱退一時金に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本年金機構では、外国籍で一定の要件を満た

す方を対象に、国民年金、厚生年金保険等の脱退

一時金の請求を法的に認めている。 

（１）年金脱退一時金とは、どのような制度か。 

（２）年金脱退一時金を受給した外国人に、再入

国は認められているのか。 

（３）永住外国人も年金脱退一時金を受給するこ

とは可能か。 

（４）年金脱退した後、無年金になった場合、生

活保護は受給できるのか。 

（５）本市における外国人の生活保護世帯の数

は。 

（６）このような形で生活保護を受給すること

は、法の網の目をくぐり抜けたものであると

感じる。外国人による生活保護受給者が増え

副市長 

所管部長 
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２ 本市の生活

保護政策につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 市立幼稚園

のこども園化に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ると財政を圧迫しかねないだけでなく、生活

保護の趣旨をたがえるのではないかと考え

るが所見は。 

 

本市における生活保護決定や相談は、「比較的

通りやすい」と「厳しい。冷たい」の極端な二つ

の声がある。 

（１）受給の相談に来られた方からすると、当然

様々なケースがあり、また様々な捉え方があ

るため、両極端な声があるのは仕方がない。

しかし、医療関係者や社会福祉関係者から亀

岡の生活保護行政は「総じて厳しい」「伝統

的に冷たい」と複数の方からお聞きしてい

る。その言葉について、どのような所見があ

るか。 

（２）本市も国の生活保護指針に沿って決定・不

決定を行っているのは間違いないと思って

いるが、なぜ、このように他市との違いを言

われるのか。 

（３）生活保護政策は、本当に困っている方に、

当然人間としての最低限度の生活を保障す

る観点から、実行されないといけない。一方、

先ほどの年金脱退一時金の受給を受けて、年

金が無くなった事例や偽装離婚をして、実際

の生活は生活保護受給要件に当てはまらな

いのに決定してしまっている事例があるの

ではないか、との疑念が残るが所見は。 

 

今議会に亀岡市立幼稚園を「認定こども園」と

する議案が提出されている。認定こども園制度に

ついては、理解しているつもりだが「幼稚園」と

いう、就学前教育としての機関が、公立としては

消滅することになる。 

（１）亀岡市立幼稚園は、どのような施設名にな

る予定か。また、就学前教育はどうするのか。 

（２）ここ数年来、実施されてきたことだが、幼

保連携ということで先生方の入替えや異動

が進んできた。幼稚園は教諭、保育所は保育

士であったが、この間、幼稚園と保育所での

業務の違いに先生方が戸惑ってきたことも

事実である。これをどう整理するのか。 

（３）今後、所管は、教育委員会からこども未来

部へ移管され、認定こども園や保育所と同じ

所管になるのか。 

（４）私立幼稚園４園は、どのような考え方で運

営されるのか。また、所管は教育委員会のま

まなのか。 

（５）亀岡市立幼稚園改め、認定こども園につい

ては、何歳児からお預かりする計画なのか。 

（６）認定こども園にしても、待機児童が多いの

は、０歳児から２歳児であって、今後はどう

しても保育児が減少していくと見込まれる。

今後の「認定こども園」の再編計画などはあ

 

 

 

 

副市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

教育長 

所管部長 
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４ 市庁舎につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

るのか。 

 

建設以来、３０数年を経て、至るところに老朽

化が目立つようになってきた。今回も屋根の修理

経費が上程され、計画的に長寿命化を図るための

修繕が進められている。今回は２点、質問する。 

（１）庁舎前ロータリーについて、舗装が悪くな

り、軽微な修繕では直りきらないところがあ

る。この際、通行経路等の考え直しも含めて、

舗装を根本的にやり直してはどうか。 

（２）庁舎２階の南側には、相当の面積の張出部

分（ベランダ）がある。パラボラアンテナ等

は設置されているが、ここを緑地化し、オー

ガニック野菜の畑とし、子どもたちが芋掘り

を体験できる芋畑などにしてはどうかと考

えるが所見は。 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

19 木村 勲 

12 月 8 日(金) 

10：00～ 

 

※一問一答 

 

１ 保津川遊船

企業組合の支援

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ カインズ周

辺の整備につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保津川遊船企業組合の支援については、令和５

年６月議会で安全対策と船頭の雇用対策２,５０

０万円を増額補正し、７月１７日の再開時には

１,５００名に２,５００円の運行再開市民割引

キャンペーンが実施された。１１月１０日付京都

新聞朝刊１面に、「亀岡市長方針 保津川下り利

用税導入」と掲載され、２１日付京都新聞では、

「保津川利用税 まず寄附金で」とも掲載され

た。保津川の環境整備と保津川遊船企業組合の体

制から、今後の亀岡市としての支援について問

う。 

（１）保津川下りを応援するクラウドファンディ

ングは、７月２１日から１０月２０日の期間

で行われ、目標２，０００万円に対し約６,

０００万円が寄附されたが、使い道は。 

（２）保津川下りの支援については、１１月２１

日付京都新聞で「まず寄附金で」と掲載され

たが、継続的な支援の財源となる利用税につ

いての考えは。 

（３）保津川の環境問題については、清掃活動は

必要であるが、上流や支流の川も含めてごみ

を流さない意識が大切である。以前から質問

している保津川条例策定についての考えは。 

 

現在、犬飼川左岸の市道は、若宮橋の完成後に

行われている堤防の修復工事により開通できず、

カインズ東側の国道９号からの侵入口も工事の

進捗が遅れており、国道９号下りの渋滞が発生し

ている。国・府との協議について問う。 

（１）犬飼川左岸の市道の開通時期、カインズ東

側出入口完成時期は。 

（２）犬飼川左岸の市道は、経年劣化により北側

のへこみが著しく、雨天の日には大きな水た

まりができているが改修の予定は。 

（３）犬飼川左岸の市道南側の歩道や花壇の補修

の予定は。 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 
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３ 市道並河蚊

又線の工事進捗

について 

 

 

 

４ し尿処理施

設若宮工場につ

いて 

 

 

 

 

５ 認定こども

園への移行につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 災害時避難

場所について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国営ほ場整備安町余部工区の着工に伴い、市道

並河蚊又線も着工されるが、進捗と完成時期につ

いて問う。 

（１）市道並河蚊又線の設計内容、進捗及び完成

時期は。 

 

し尿処理施設若宮工場の現状と跡地利用につ

いて問う。 

（１）し尿処理施設若宮工場の現在の状況は。 

（２）カインズ西側の都市計画道路が南に延伸

し、し尿処理施設若宮工場内を通過すると聞

くが、若宮工場の跡地利用は。 

 

１１月２１日付京都新聞に、「２０２４年度に

別院保育所、２５年度に保津保育所と市立幼稚園

を、認定こども園に移行する方針を固めた」と掲

載された。今後の運営について問う。 

（１）認定こども園に移行することで何が変わ

り、どのようによくなるのか。 

（２）別院保育所の現在籍数１０人から、どのよ

うに４０人の定員数を確保しようと考えて

いるのか。 

（３）保津保育所の定員数を５０人から９０人と

するが、どのように確保しようと考えている

のか。 

（４）市立幼稚園の現在籍数４４人から、どのよ

うに１０２人の定員数を確保しようと考え

ているのか。 

（５）認定こども園に移行することで、０～２歳

児７７人の待機児童は解消されるのか。 

（６）保育士の確保はできているのか。 

 

令和３年１２月議会において指定緊急避難場

所・指定避難所について質問したが、場所を知ら

ないという市民の声を聞く。また、耐震構造でも

なく、老朽化している施設もあるが、今後の対策

について問う。 

（１）指定避難所（自治会、小・中学校）と一時

避難施設（区の公民館）を市民にどのように

広報しているのか。 

（２）耐震構造でもなく老朽化している施設もあ

るが、今後の対策は。 

（３）耐震構造の改良工事または新築費用に対す

る補助金はあるのか。 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

20 西口 純生 

12 月 8 日(金) 

10:45～ 

 

※一問一答 

 

1 市長の政治

姿勢について 

 

 

 

 

 

亀岡三大観光であり、世界の観光名所の一つと

言われている保津川下りは、３月２８日の事故発

生後、亀岡市の対応もあって７月１７日に運航が

再開された。新聞で報道された「保津川利用税」

の導入も含め、今後の対応策について市長の所見

を求める。 

（１）運航を再開することはできたが、乗客数の

市長 
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２ 城下町の電

線地中化につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 桂川改修促

進事業について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

回復などに向けた支援の状況は。 

（２）１１月９日に行われた桂川市長３期目の就

任記者会見において、保津川下りの事故を教

訓に、保津川遊船企業組合やラフティング事

業者などに呼びかけ、保津川の安全利用と環

境保全のための協議会を設立すると言及さ

れていたが、この協議会の目的は何か。 

（３）新聞報道で、「保津川下りやラフティング

を利用する乗客から保津川利用税を徴収す

る条例の制定を目指す」とあったが、その後

の会見では、制度の創設に時間がかかるため

初めは「寄附金」という形にしたいと発言さ

れている。今後の展開について市長の考え

は。 

（４）安心して保津川が利用できる環境づくり

や、将来にわたって美しい川を守り続けてい

くことは大変重要なことである。今後、協議

会の設置をはじめ、保津川の環境美化・保全

に向けた取組をどのように進めていくのか。 

 

亀岡祭の山鉾巡行は、祇園祭に負けないほど華

美・荘厳で、地域活性化に花を添えている。しか

し、まちに張り巡らされた電線は、山鉾巡行の邪

魔になるだけではなく、接触し事故が起こる可能

性があり大変危険である。 

（１）これまでも電線の地中化を望む声を聞いて

きたが、事業を行うことになった場合、全面

的に協力すると声が挙がっている地域はあ

るのか。ある場合は、そこを重点地域として

事業を実施してはどうか。 

（２）山鉾巡行の安全対策は重要であるが、電線

の地中化を行うためには、住民の協力が不可

欠である。今年の亀岡祭で巡回していたとこ

ろ、西町で電線の地中化について熱い思いを

聞かせていただいた。事業に対する体制が整

う西町をモデル地域として実施を検討して

はどうか。 

 

先般、国土交通省近畿地方整備局淀川河川事務

所が、観光地である嵐山で、景観を損なわない方

式で可動式止水壁を完成させた実績をたたえら

れ、表彰を受けることになったと、西脇京都府知

事から説明を受けた。 

（１）桂川嵐山地区の桂川左岸溢水対策として整

備された可動式止水壁が「グッドデザイン

賞」を受賞されたことが１０月５日に発表さ

れた。このことは、今日まで亀岡市と上下流

でバランスが取れた整備促進に寄与してき

た私たちにとっても、大きな喜びである。こ

の受賞内容に関する成果と所見は。 

（２）今後の桂川改修の整備促進に向けて期待が

持てるようになってきた。次はどのような仕

掛けを行っていくのか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

29 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 全国都市緑

化フェアの開催

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 地域課題に

ついて 

 

 

 

 

 

（３）愛宕谷川最下流部の堆積土砂撤去の日程

は。 

（４）保津橋上流左岸堤防の草刈りについて、京

都府南丹土木事務所は、今年度撤去すること

になっているが、今後の取扱いは、どのよう

になっているか。 

 

亀岡駅北の旧スタジアム用地は、令和８年度に

開催される全国都市緑化フェアの会場になると

聞いているが、交通の利便性などを考慮すると、

駐車場用地の確保が必要になると考える。 

（１）旧スタジアム用地のうち、環境保全専門家

会議が指定した範囲の中に、スタジアムのサ

ブグラウンドとしても使用できる「緑の広

場」と駐車場を整備することになっていた。

全国都市緑化フェアの開催に合わせて、当初

の予定どおり駐車場を整備し、大型バスの駐

車スペースを確保してはどうか。 

（２）全国都市緑化フェアが修学旅行の行程に入

る可能性や、会場である２市１町の移動のこ

とを考えると、大型観光バスの駐車場が必要

不可欠である。全国から集まる多くの来場者

の利便性と安全性を考慮して、交通面の対応

ができるのか。 

（３）京都縦貫自動車道から都市緑化フェアの会

場へは、どのような経路で誘導するのか。 

 

 地域課題について問う。 

（１）近年、亀岡市内の各所で、柿の木を狙う熊

が発見・報告されているが、どのような安全

対策を行っているのか。 

（２）今年度における、宇津根橋から下流の桂川

右岸堤防拡幅工事の整備距離は。 
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21 梅本 靖博 

12 月 8 日(金) 

13:00～ 

 

※一問一答 

 

１ 地域通貨に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 介護施設の

ＩＣＴ化につい

て 

地域通貨とは、特定の地域内でのみ使えるお金

で、他の自治体でも導入事例があり、地域経済活

性化への効果が期待できる有効な制度と考える。 

一方、地域性により、その効果については、よい

事例よりも残念な事例が多いとされている。亀岡

市商店街連盟・亀岡商業協同組合が主催し、亀岡

市内の加盟店で使えるプリペイド型電子マネー

「かめｐａｙプレミアム」は、まだ制度設計に改

善の余地があると考えるが、今後、地域通貨「か

めｐａｙ」としての広がりに大きく期待を寄せる

ところである。そこで、本市の考えを問う。 

（１）地域通貨についての見解は。 

（２）本市が理想とする地域通貨像は。 

（３）「かめｐａｙ」についての見解は。 

（４）地域経済の活性化に向けての考えは。 

 

担い手不足は、どの分野でも深刻な問題であ

り、どう対処するか個別に課題を抱えている。介

護施設に関しては、先日の「いきいき長寿プラン
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３ 人権条例に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

推進協議会」において、介護施設のＩＣＴ化・介

護ロボットの導入を今後の課題として挙げてい

る。そこで本市の考えを問う。 

（１）亀岡市内の介護施設のＩＣＴ化・介護ロボ

ットの導入の実態は。 

（２）高齢者福祉の中で、介護事業のＩＣＴ化・

介護ロボット導入に対する本市の見解は。 

（３）ＩＣＴ化・介護ロボットの導入をどのよう

に促進しようと考えているのか。 

（４）ＩＣＴ化・介護ロボットに係る京都府等の

補助金制度をどのように周知しているのか。 

 

人権に係る社会問題は多様化しており、近年特

にインターネット上の誹謗中傷はとどまること

なく増えている。南丹市は「人権を尊重し多様性

を認めあうまちづくり条例」を制定しており、既

に制定している自治体も多い。本市においても

「亀岡市人権条例（仮称）制定審議会」において、

条例の素案づくりが大詰めを迎えている。そこで

本市の考えを問う。 

（１）条例を制定する意義と目的は。 

（２）条例を各施策の中で具体的にどのように生

かすのか。 

（３）条例制定後、具体的にどのように啓発する

のか。 

（４）最近、アウティングについて条例化した自

治体もあるが、条例の中で具体的にどのよう

に扱うのか。 
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22 法貴 隆司 

12 月 8 日(金) 

13:45～ 

 

※一問一答 

 

１ 環境課題に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 環境課題への取組は、世界的に取り組むべき大

きな課題である。世界に誇れる環境先進都市を目

指す亀岡市は、今後も常に環境に配慮した取組を

行う必要がある。 

（１）かめおか脱炭素宣言を表明した本市とし

て、成長が早く、大量のＣＯ２を吸収する早

生桐の植林事業を行ってはどうか。 

（２）柔軟性や弾力に富み、湿気にも強く、非常

に軽い早生桐を本市の新たな特産物にして

はどうか。 

（３）小学校における環境学習の一環として、各

地域の耕作放棄地に入学祝として早生桐を

植樹し、卒業時に早生桐を使用した記念品を

渡してはどうか。 

（４）本市に点在するため池を活用し、水面を利

用した水上太陽光発電の設置を推進しては

どうか。 

（５）有機農業をさらに推進するため、営農型太

陽光発電を導入してはどうか。 

（６）災害時において、災害対策本部となる庁舎

に太陽光パネルやソーラーカーポート、蓄電

池を導入して防災体制を維持できるように

してはどうか。 

（７）亀岡市ポイ捨て等禁止条例第１４条にのっ
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２ 安全・安心

なまちづくりに

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 移住・定住

について 

 

 

 

 

 

 

 

４ インフラ整

備について 

 

 

 

 

 

 

 

とり、５万円以下の過料を課された者はいる

か。 

（８）様々な取組が功を奏し、ポイ捨てや飼い犬

等のふんの放置は以前に比べ減少したが、ま

だまだ多くのポイ捨てごみが見受けられる

ことを鑑み、抑止力強化のため違反した者に

は過料ではなく罰金にしてはどうか。 

（９）曽我部町内各所において悪質な不法投棄が

相次いでいるが、街灯の設置はできないか。 

 

 住民が安全で安心して暮らしていくためには、

防災施設や避難計画が整備され、自然災害や緊急

事態に対する十分な備えが必要である。 

（１）過去に起きた災害の記憶や教訓は風化させ

ることなく次世代に伝える必要がある。昭和

２６年に発生した平和池水害の跡地を、災害

遺構や伝承施設として整備してはどうか。 

（２）亀岡市消防団曽我部分団４部９班の屯所が

さらに老朽化し活動に支障を来しているが

整備計画は。  

 

 本市においては令和３年度より転入超過とな

っているが、今後人口増加に転じるには子育て世

代のさらなる移住・定住促進が必要である。 

（１）吉川町府営住宅穴川団地の入居状況は。 

（２）吉川町府営住宅穴川団地の入居者を誘致す

るため、京都府と連携して行っている取組

は。 

（３）ハト除けのネットを設置したが効果は。 

 

 人々の生活に密接に関わるインフラ整備は、 

市民の生活水準の向上のためには必要不可欠で

ある。 

（１）工事を発注する際、働き方改革に準じた適

正な工期を設定できているか。 

（２）市道における道路修繕の要望に対応するた

めの予算は適正か。 

（３）融雪剤の散布基準は適正か。 
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